
三

法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
提
示
運
用
方
法
か
ら
運
用
の
方
法
を
除
外
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
企
業

型
年
金
規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
除
外
し
た
運
用
の
方
法
に
つ
い
て
運
用
の
指
図
を
行
っ
て
い

た
企
業
型
年
金
加
入
者
等
（
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
者
を
除
く
。）の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
た
こ
と
に

つ
い
て
の
書
面

三

法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
提
示
運
用
方
法
か
ら
運
用
の
方
法
の
除
外
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
除
外
し
た
運
用
の
方
法
を
選
択
し
て
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
運
用
の
指
図
を
行
っ
て

い
た
企
業
型
年
金
加
入
者
等
の
同
意
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
の
書
面

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
二
十
九
条

令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
同
号
に
規
定
す
る
移
行
日

の
属
す
る
年
度
の
終
了
の
日
の
三
月
前
か
ら
同
日
ま
で
の
間
に
、
年
度
内
に
移
換
資
産
の
額
を
正
確
に
算
定
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
と
す
る
。

第
二
十
九
条

削
除

（
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
す
る
期
間
）

（
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
す
る
期
間
）

第
三
十
条

令
第
二
十
四
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
の
う
ち
資
産
の
移
換
の
対
象
と
な
っ
た
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間

の
う
ち
、
法
第
三
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
月
に
係
る
も
の
及
び
法
第
五
十

四
条
第
二
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
又
は
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
法
第
三
十
三
条

第
一
項
（
法
第
七
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
さ
れ
た
も
の
を

除
く
。

第
三
十
条

令
第
二
十
四
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
の
う
ち
資
産
の
移
換
の
対
象
と
な
っ
た
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間

の
う
ち
、
法
第
三
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
月
に
係
る
も
の
及
び
法
第
五
十

四
条
第
二
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
又
は
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
法
第
三
十
三
条

第
一
項
（
法
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
さ
れ
た
も

の
を
除
く
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
資
産
の
移
換
を
受
け
る
場
合

中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
解
約
手
当
金
に
相
当
す
る
額
又
は
同
法
第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
に

規
定
す
る
解
約
手
当
金
に
相
当
す
る
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
っ
た
期
間
（
こ
れ
ら
の
解
約
手
当
金
に
相
当
す

る
額
の
う
ち
、
同
法
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準

用
す
る
同
条
第
一
項
の
申
出
の
受
入
れ
に
係
る
金
額
、
同
法
第
三
十
一
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
申
出
の
移
換
に
係
る
金
額
又
は
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の

確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則

第
三
十
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
申
出
に
従
い
交
付
さ
れ
た
額
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
期
間
を
含
む
。）

二

令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
資
産
の
移
換
を
受
け
る
場
合

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
第
十

七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
解
約
手
当
金
に
相
当
す
る
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
っ
た
期
間
（
当
該
解
約
手
当
金

に
相
当
す
る
額
の
う
ち
、
同
法
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
申
出
の
受
入
れ
に
係
る
金
額
又
は
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性

の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附

則
第
三
十
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
申
出
に
従
い
交
付
さ
れ
た
額

が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
期
間
を
含
む
。）

三

令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
資
産
の
移
換
を
受
け
る
場
合

企
業
型
年
金
の
実
施
事
業
所
の

事
業
主
に
使
用
さ
れ
た
期
間
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
期
間
（
前
二
号
に
掲
げ
る
期
間
を
除
く
。）

三

令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
資
産
の
移
換
を
受
け
る
場
合

企
業
型
年
金
の
実
施
事
業
所
の

事
業
主
に
使
用
さ
れ
た
期
間
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
期
間
（
前
号
に
掲
げ
る
期
間
を
除
く
。）

２

令
第
二
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
の
う
ち
、
法
第
三

十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
月
に
係
る
も
の
及
び
法
第
五
十
四
条
第
二
項
、
第

五
十
四
条
の
二
第
二
項
又
は
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
法
第
三
十
三
条
第
一
項
（
法
第
七

十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。

２

令
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
の
う
ち
、
法

第
三
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
月
に
係
る
も
の
及
び
法
第
五
十
四
条
第
二

項
、第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
又
は
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
法
第
三
十
三
条
第
一
項（
法

第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
又
は
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
に
関
す
る
事
項
の
説
明
義
務
）

（
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
に
関
す
る
事
項
の
説
明
義
務
）

第
三
十
条
の
二

令
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
主
が
そ
の
実
施
す
る
企
業
型
年
金
の
加
入
者
の

資
格
を
取
得
し
た
者
に
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
に
関
し
て
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
き
は
、

法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
す
る
期
間

及
び
当
該
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
の
申
出
の
手
続
そ
の
他
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
に
係
る
判
断

に
資
す
る
必
要
な
事
項
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
二

令
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
主
が
そ
の
実
施
す
る
企
業
型
年
金
の
加
入
者
の
資
格
を

取
得
し
た
者
に
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
に
関
し
て
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
き
は
、
法
第
五

十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
す
る
期
間
及
び
当

該
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
の
申
出
の
手
続
そ
の
他
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
に
係
る
判
断
に
資
す

る
必
要
な
事
項
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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